
９
月
４
日
、
午
前
10
時
〜

15
時
ま
で
「
生
活
弱
者
の

住
み
続
け
る
対
策
会
議
大

阪
」
が
第
２
回
目
の
「
ブ

ラ
ッ
ク
家
主
１
１
０
番
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
１
１
０
番
に
参
加

し
た
の
は
、
こ
の
会
の
代

表
世
話
人
の
田
中
祥
晃
、

事
務
局
長
の
増
田
尚
弁
護

士
他
８
名
の
弁
護
士
、
司

法
書
士
が
電
話
３
台
で
受

付
と
電
話
相
談
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
「
１
１
０
番
」

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
し
、
午

前
11
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放

映
さ
れ
37
名
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
の
テ
ロ
ッ
プ
で

「
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
」

と
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ウ

エ
ブ
で
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
家

主
被
害
」
と
い
う
標
題
が

あ
っ
た
が
、
「
立
退
き
」

相
談
よ
り
も
修
繕
、
騒
音
、

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
今
後
問
題
解
決
の
た
め

の
対
面
相
談
を
「
大
阪
い

ち
ょ
う
の
会
」
で
毎
週
水

曜
日
の
午
後
３
時
〜
５
時

ま
で
の
予
約
で
一
日
４
名

の
相
談
を
受
け
付
け
、
９

月
７
日
は
４
名
の
予
約
が

入
り
ま
し
た
。

８

月

８
日

役
員
会

９
日

原
状
回
復
問
題

（
清
水
さ
ん
）

16
日

借
家
明
渡
し
（
田

口
さ
ん
）
入
会

17
日

法
律
相
談
中
止

18
日

組
織
拡
大
推
進
委

員
会
開
く

19
日

生
活
弱
者
の
会
事

務
局
会
議

22
日

地
代
値
上
げ
相
談

（
奥
村
）
入
会

生
活
弱
者
の
会

役
員
会

尼
崎
社
保
協
幹
事
会

23
日

全
借
連
3
役
会
議

25
日

立
花
支
部
会
議

・

9
月

ニ
ュ
ー

ス
会
議

27
日

司
法
書

士
相
談

２
件

・
平
和

の
た
め
の
戦
争

展
・

映
画
観
劇

30
日

立
花
支
部

勉
強
会

31
日

全
借
連
新
聞
原
稿

９
月
４
日
、
午
前
10
時
〜

15
時
ま
で
「
生
活
弱
者
の

住
み
続
け
る
対
策
会
議
大

阪
」
が
第
２
回
目
の
「
ブ

ラ
ッ
ク
家
主
１
１
０
番
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
１
１
０
番
に
参
加

し
た
の
は
、
こ
の
会
の
代

表
世
話
人
の
田
中
祥
晃
、

事
務
局
長
の
増
田
尚
弁
護

士
他
８
名
の
弁
護
士
、
司

法
書
士
が
電
話
３
台
で
受

付
と
電
話
相
談
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
「
１
１
０
番
」

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
し
、
午

前
11
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放

映
さ
れ
37
名
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
の
テ
ロ
ッ
プ
で

「
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
」

と
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ウ

エ
ブ
で
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
家

主
被
害
」
と
い
う
標
題
が

あ
っ
た
が
、
「
立
退
き
」

相
談
よ
り
も
修
繕
、
騒
音
、

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
今
後
問
題
解
決
の
た
め

の
対
面
相
談
を
「
大
阪
い

ち
ょ
う
の
会
」
で
毎
週
水

曜
日
の
午
後
３
時
〜
５
時

ま
で
の
予
約
で
一
日
４
名

の
相
談
を
受
け
付
け
、
９

月
７
日
は
４
名
の
予
約
が

入
り
ま
し
た
。

８

月

８
日

役
員
会

９
日

原
状
回
復
問
題

（
清
水
さ
ん
）

16
日

借
家
明
渡
し
（
田

口
さ
ん
）
入
会

17
日

法
律
相
談
中
止

18
日

組
織
拡
大
推
進
委

員
会
開
く

19
日

生
活
弱
者
の
会
事

務
局
会
議

22
日

地
代
値
上
げ
相
談

（
奥
村
）
入
会

生
活
弱
者
の
会

役
員
会

尼
崎
社
保
協
幹
事
会

23
日

全
借
連
3
役
会
議

25
日

立
花
支
部
会
議

・

9
月

ニ
ュ
ー

ス
会
議

27
日

司
法
書

士
相
談

２
件

・
平
和

の
た
め
の
戦
争

展
・

映
画
観
劇

30
日

立
花
支
部

勉
強
会

31
日

全
借
連
新
聞
原
稿
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「
作
り
方
」

湯
飲
み
も
し
く
は
コ
ッ

プ
に
「
麺
つ
ゆ
」
ス
ト
レ
ー

ト
を
コ
ッ
プ
の
半
分
ぐ
ら

い
ま
で
入
れ
、
台
所
洗
剤

を
１
滴
か
2
滴
入
れ
て
流

し
台
か
テ
ー
ブ
ル
に
置
い

て
下
さ
い
。

不
思
議
と
よ
く
取
れ
る
の

で
試
し
て
下
さ
い
。

「
作
り
方
」

湯
飲
み
も
し
く
は
コ
ッ

プ
に
「
麺
つ
ゆ
」
ス
ト
レ
ー

ト
を
コ
ッ
プ
の
半
分
ぐ
ら

い
ま
で
入
れ
、
台
所
洗
剤

を
１
滴
か
2
滴
入
れ
て
流

し
台
か
テ
ー
ブ
ル
に
置
い

て
下
さ
い
。

不
思
議
と
よ
く
取
れ
る
の

で
試
し
て
下
さ
い
。

お
も
し
ろ
い
ほ
ど

子
蝿
が
取
れ
る

お
も
し
ろ
い
ほ
ど

子
蝿
が
取
れ
る

私
（
玉
置
隆
久
）
は
阪

神
尼
崎
駅
よ
り
南
側
で
１

１
９
，
４
平
方
メ
ー
ト
ル

の
借
地
を
先
祖
代
々
か
ら

借
り
て
い
ま
す
。

21
年
前
阪
神
淡
路
大
震

災
で
半
壊
の
被
災
を
受
け
、

建
替
え
の
際
に
承
諾
料
１

０
０
万
円
を
支
払
い
、
地

代
も
１
０
，
０
０
０
円
に

値
上
げ
契
約
し
、
平
成
18

年
８
月
に
も
、
宅
建
業
者

が
代
理
人
と
な
り
、
金
１

０
，
５
０
０
円
に
値
上
げ

契
約
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
今
後
20
年
間

値
上
げ
は
し
な
い
と
い
う

話
し
を
し
て
い
た
所
、
今

年
の
７
月
31
日
地
主
の
代

理
人
と
し
て
宅
建
業
者
が

３
４
，
６
８
０
円
の
値
上

げ
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
３
倍
を
超
え
る
地

代
値
上
げ
に
反
対
し
、
通

常
通
り
の
地
代
の
支
払
い

を
地
主
に
告
げ
た
ら
、
地

代
の
受
取
り
拒
否
を
し
て

き
た
の
で
法
務
局
へ
弁
済

供
託
を
し
、
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
ら
尼
崎
に
兵
庫
県
借

地
借
家
人
組
合
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
早
速
組
合
に

加
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宅
建
業
者
は

「
ご
提
案
書
」
の
文
書
を

平
成
28
年
８
月
28
日
付
で

届
け
に
来
ま
し
た
。

文
面
に
は
平
成
28
年
８

月
１
日
よ
り
半
年
毎
に
３

年
間
、
６
回
に
亘
り
連
続

値
上
げ
で
現
行
の
地
代
の

３
倍
強
の
３
６
，
６
５
０

円
の
要
求
で
す
。

そ
こ
で
組
合
と
相
談
し

宅
建
業
者
に
対
し
、
「
非

弁
被
疑
」
で
兵
庫
弁
護
士

会
に
告
発
す
る
文
章
を
８

月
31
日
付
送
り
ま
し
た
。

宅
建
業
者
か
ら
９
月
１

日
、
組
合
事
務
者
に
電
話

が
入
り
、
組
合
長
に
こ
の

件
か
ら
手
を
引
く
の
で
告

発
し
な
い
く
れ
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
こ
ん
な
に
簡

単
に
手
を
引
く
と
思
っ
て

な
く
、
さ
す
が
組
合
に
相

談
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

私
（
玉
置
隆
久
）
は
阪

神
尼
崎
駅
よ
り
南
側
で
１

１
９
，
４
平
方
メ
ー
ト
ル

の
借
地
を
先
祖
代
々
か
ら

借
り
て
い
ま
す
。

21
年
前
阪
神
淡
路
大
震

災
で
半
壊
の
被
災
を
受
け
、

建
替
え
の
際
に
承
諾
料
１

０
０
万
円
を
支
払
い
、
地

代
も
１
０
，
０
０
０
円
に

値
上
げ
契
約
し
、
平
成
18

年
８
月
に
も
、
宅
建
業
者

が
代
理
人
と
な
り
、
金
１

０
，
５
０
０
円
に
値
上
げ

契
約
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
今
後
20
年
間

値
上
げ
は
し
な
い
と
い
う

話
し
を
し
て
い
た
所
、
今

年
の
７
月
31
日
地
主
の
代

理
人
と
し
て
宅
建
業
者
が

３
４
，
６
８
０
円
の
値
上

げ
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
３
倍
を
超
え
る
地

代
値
上
げ
に
反
対
し
、
通

常
通
り
の
地
代
の
支
払
い

を
地
主
に
告
げ
た
ら
、
地

代
の
受
取
り
拒
否
を
し
て

き
た
の
で
法
務
局
へ
弁
済

供
託
を
し
、
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
ら
尼
崎
に
兵
庫
県
借

地
借
家
人
組
合
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
早
速
組
合
に

加
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宅
建
業
者
は

「
ご
提
案
書
」
の
文
書
を

平
成
28
年
８
月
28
日
付
で

届
け
に
来
ま
し
た
。

文
面
に
は
平
成
28
年
８

月
１
日
よ
り
半
年
毎
に
３

年
間
、
６
回
に
亘
り
連
続

値
上
げ
で
現
行
の
地
代
の

３
倍
強
の
３
６
，
６
５
０

円
の
要
求
で
す
。

そ
こ
で
組
合
と
相
談
し

宅
建
業
者
に
対
し
、
「
非

弁
被
疑
」
で
兵
庫
弁
護
士

会
に
告
発
す
る
文
章
を
８

月
31
日
付
送
り
ま
し
た
。

宅
建
業
者
か
ら
９
月
１

日
、
組
合
事
務
者
に
電
話

が
入
り
、
組
合
長
に
こ
の

件
か
ら
手
を
引
く
の
で
告

発
し
な
い
く
れ
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
こ
ん
な
に
簡

単
に
手
を
引
く
と
思
っ
て

な
く
、
さ
す
が
組
合
に
相

談
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

宅
建
業
者
か
ら
の

地
代
値
上
げ
要
求
撃
退

宅
建
業
者
か
ら
の

地
代
値
上
げ
要
求
撃
退

半
年
毎
に
３
年
間

６
回
の
地
代
値
上
げ

半
年
毎
に
３
年
間

６
回
の
地
代
値
上
げ

田
口
稔
（
夫
妻
）
さ
ん

は
、
昭
和
51
年
４
月
に
建

物
賃
貸
借
契
約
に
合
意
。

木
造
２
階
建
２
棟
18
室

中
３
世
帯
が
入
居
し
て
い

ま
す
。
家
主
か
ら
本
年
６

月
15
日
付
で
「
・
・
文
化

ア
パ
ー
ト
退
去
の
お
願
い
」

の
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
書
は
空
き
室
状
態
に

し
、
売
却
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
の
で
退
去
予
告

さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
以
前
に
借

地
借
家
人
組
合
の
チ
ラ
シ

を
見
た
こ
と
を
思
い
出
し

相
談
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
組
合
か

ら
詳
し
く
説
明
し
、
「
空

き
室
状
態
と
売
却
」
理
由

は
借
地
借
家
法
上
、
正
当

な
契
約
解
除
及
び
退
去
の

事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
と
拒
否
し
、
引
続
い

て
賃
貸
借
契
約
の
継
続
を

求
め
る
通
知
書
を
送
り
、

気
持
ち
が
楽
に
な
り
こ
れ

で
眠
ら
れ
ま
す
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

田
口
稔
（
夫
妻
）
さ
ん

は
、
昭
和
51
年
４
月
に
建

物
賃
貸
借
契
約
に
合
意
。

木
造
２
階
建
２
棟
18
室

中
３
世
帯
が
入
居
し
て
い

ま
す
。
家
主
か
ら
本
年
６

月
15
日
付
で
「
・
・
文
化

ア
パ
ー
ト
退
去
の
お
願
い
」

の
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
書
は
空
き
室
状
態
に

し
、
売
却
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
の
で
退
去
予
告

さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
以
前
に
借

地
借
家
人
組
合
の
チ
ラ
シ

を
見
た
こ
と
を
思
い
出
し

相
談
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
組
合
か

ら
詳
し
く
説
明
し
、
「
空

き
室
状
態
と
売
却
」
理
由

は
借
地
借
家
法
上
、
正
当

な
契
約
解
除
及
び
退
去
の

事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
と
拒
否
し
、
引
続
い

て
賃
貸
借
契
約
の
継
続
を

求
め
る
通
知
書
を
送
り
、

気
持
ち
が
楽
に
な
り
こ
れ

で
眠
ら
れ
ま
す
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

建
物
退
去
の
お
願
い

チ
ラ
シ
見
て
組
合
に
助
け
ら
れ
た

建
物
退
去
の
お
願
い

チ
ラ
シ
見
て
組
合
に
助
け
ら
れ
た

８
月
25
日
（
木
）

組
合
事
務
所
に
12
名
が

参
加
で
開
き
ま
し
た
。

１
、
立
花
支
部
拡
大
作
戦

を
本
部
の
指
針
を
も
と

に
支
部
と
し
て
活
動
内

容
を
明
確
に
論
議
を
行

い
具
体
的
な
施
策
を
打

ち
出
し
徹
底
し
ま
す
。

２
、
８
月
借
家
問
題
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
勉
強
会
を

８
月
30
日
に
決
定
し
た
。

１
、
借
家
契
約
を
結
ぶ
に

は
２
、
借
家
契
約
の
解
除
に

つ
い
て
。

３
、
１
か
月
の
仲
介
手
数

料
に
つ
い
て

４
、
借
り
る
時
は
重
要
事

項
説
明
書
が
キ
メ
手
。

３
、
８
月
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
は
真
夏
の
た
め
中
止

と
い
た
し
ま
す
。

４
、
そ
の
他
の
意
見
を
注

出
。

以
上

立
花
支
部
長
代
理

丹
羽
勝
之
介

８
月
25
日
（
木
）

組
合
事
務
所
に
12
名
が

参
加
で
開
き
ま
し
た
。

１
、
立
花
支
部
拡
大
作
戦

を
本
部
の
指
針
を
も
と

に
支
部
と
し
て
活
動
内

容
を
明
確
に
論
議
を
行

い
具
体
的
な
施
策
を
打

ち
出
し
徹
底
し
ま
す
。

２
、
８
月
借
家
問
題
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
勉
強
会
を

８
月
30
日
に
決
定
し
た
。

１
、
借
家
契
約
を
結
ぶ
に

は
２
、
借
家
契
約
の
解
除
に

つ
い
て
。

３
、
１
か
月
の
仲
介
手
数

料
に
つ
い
て

４
、
借
り
る
時
は
重
要
事

項
説
明
書
が
キ
メ
手
。

３
、
８
月
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
は
真
夏
の
た
め
中
止

と
い
た
し
ま
す
。

４
、
そ
の
他
の
意
見
を
注

出
。

以
上

立
花
支
部
長
代
理

丹
羽
勝
之
介

８
月
立
花
支
部
会
議

８
月
立
花
支
部
会
議

大
阪
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
家
主
１
１
０
番
」

大
阪
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
家
主
１
１
０
番
」

主
な
活
動
日
誌

主
な
活
動
日
誌

ブラック家主から住まいを守る皆さんブラック家主から住まいを守る皆さん

自
宅
の
写
真

自
宅
の
写
真

国
民
平
和
大
行
進

「
原
水
爆
禁
止
・
被
爆

者
救
援
」
を
訴
え
る
国

民
平
和
大
行
進
に
毎
年

恒
例
の
事
務
所
前
で
お

茶
の
接
待
を
し
ま
し
た

国
民
平
和
大
行
進

「
原
水
爆
禁
止
・
被
爆

者
救
援
」
を
訴
え
る
国

民
平
和
大
行
進
に
毎
年

恒
例
の
事
務
所
前
で
お

茶
の
接
待
を
し
ま
し
た


